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２
０
１
５
年
10
月
10
日
（
土
）、
京

田
辺
キ
ャ
ン
パ
ス
の
知
徳
館
Ｃ
２
８
３

教
室
に
お
い
て
、
薬
学
部
開
設
10
周
年

記
念
講
演
会
を
開
催
い
た
し
ま
し
た
。

　

薬
学
部
は
、
２
０
０
５
年
に
４
年
制

課
程
の
薬
学
部
と
し
て
開
設
し
、
学
校

教
育
法
お
よ
び
薬
剤
師
法
の
改
正
に
と

も
な
い
翌
２
０
０
６
年
に
は
６
年
制
課

程
と
な
り
ま
し
た
。
こ
の
10
年
間
で
、

約
６
５
０
名
の
卒
業
生
が
、
薬
剤
師
な

ど
様
々
な
職
種
で
社
会
貢
献
し
て
お
り

ま
す
。
そ
の
薬
学
部
の
開
設
10
周
年
を

記
念
し
て
「
チ
ー
ム
医
療
に
お
け
る
薬

剤
師
へ
の
期
待
」
と
い
う
テ
ー
マ
で
講

演
会
を
行
い
ま
し
た
。

　

木
津
良
一
薬
学
部
長
の
開
会
挨
拶
、

開
設
に
ご
尽
力
い
た
だ
き
ま
し
た
岡
部

進
元
特
別
任
用
教
授
に
よ
る
挨
拶
の
後

薬学部開設10周年
記念講演会

女子大学薬学部・薬学研究科事務室

に
、
４
名
の
演
者
に
よ
る
講
演
が
行
わ

れ
ま
し
た
。
最
後
に
は
、
森
田
邦
彦
初

代
薬
学
部
長
に
よ
る
閉
会
挨
拶
で
終
了

し
ま
し
た
。

　

な
お
、
演
題
お
よ
び
演
者
は
、
左
記

の
と
お
り
で
す
。

　
「
こ
れ
か
ら
の
チ
ー
ム
医
療
～
協
働

薬
物
治
療
管
理
の
可
能
性
～
」
土
手
賢

史
先
生（
京
都
桂
病
院
薬
剤
科
副
主
任
）

　
「
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
で
の
薬

剤
師
の
活
躍
」吉
岡
聖
子
先
生（
ス
ギ
薬

局
医
療
営
業
２
部
営
業
推
進
課
課
長
）

　
「
地
域
緩
和
ケ
ア
の
充
実
を
図
る
た

め
に
、
薬
剤
師
に
期
待
す
る
こ
と
～
訪

問
看
護
の
立
場
か
ら
～
」
宇
野
さ
つ
き

先
生
（
新
国
内
科
医
院
看
護
師
長
・
が

ん
看
護
専
門
看
護
師
）

　
「
市
中
病
院
で
の
チ
ー
ム
医
療
の
実

際
～
医
師
と
薬
剤
師
の
協
働
で
抗
が
ん

剤
の
有
効
性
を
引
き
出
す
～
」
今
村
博

司
先
生（
市
立
豊
中
病
院
医
務
局
次
長
・

外
科
部
長
・
消
化
器
外
科
部
長
・
が
ん

診
療
統
括
セ
ン
タ
ー
長
）

　

参
加
者
は
、
薬
学
部
の
学
生
・
卒
業

生
・
教
員
に
と
ど
ま
ら
ず
、
近
隣
の
病

院
や
薬
局
の
薬
剤
師
の
先
生
方
に
も
ご

参
加
い
た
だ
き
、
活
発
な
質
疑
応
答
が

あ
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
今
年
の
４
月
に
開
設
し
た
看

護
学
部
の
教
員
や
学
生
も
参
加
し
、
最

後
に
は
看
護
学
部
の
教
員
か
ら
、
今
後

の
チ
ー
ム
医
療
教
育
に
つ
い
て
の
意
見

が
出
さ
れ
、
薬
学
部
と
看
護
学
部
の
結

び
つ
き
が
感
じ
ら
れ
る
記
念
講
演
会
と

な
り
ま
し
た
。

　

12
月
１
日
、
京
都
府
庁
に
お
い
て
、

山
田
啓
二
知
事
を
は
じ
め
同
府
関
係
者
、

水
谷
誠
理
事
長
、
村
田
晃
嗣
大
学
長
、

加
賀
裕
郎
女
子
大
学
長
ほ
か
学
校
法
人

同
志
社
関
係
者
出
席
の
も
と
、
京
都
府

と
学
校
法
人
同
志
社
と
の
連
携
・
協
力

に
関
す
る
包
括
協
定
調
印
式
が
執
り
行

わ
れ
た
。
学
校
法
人
同
志
社
と
地
方
自

治
体
と
の
連
携
・
協
力
包
括
協
定
締
結

は
８
つ
目
と
な
る
。

　

協
定
調
印
式
で
は
、
山
田
知
事
か
ら

「
京
都
府
と
学
校
法
人
と
の
協
定
は
初

め
て
で
、
幼
稚
園
か
ら
大
学
ま
で
14
の

学
校
を
擁
す
る
総
合
学
園
と
し
て
の
強

み
を
活
か
し
、
知
的
・
人
的
・
物
的
資

源
の
交
流
や
地
域
活
性
化
及
び
地
域
創

生
の
推
進
に
向
け
て
協
力
を
図
り
た

い
」
と
の
挨
拶
に
続
い
て
、
水
谷
理
事

長
か
ら
「
同
志
社
創
立
１
４
０
周
年
の

記
念
年
に
、
創
立
時
か
ら
つ
な
が
り
の

深
い
京
都
府
と
の
連
携
は
非
常
に
光
栄

な
こ
と
で
あ
り
有
意
義
で
あ
る
。人
的
・

知
的
財
産
を
中
心
に
、
各
学
校
の
特
性

を
活
か
し
た
連
携
を
推
し
進
め
て
い
き

た
い
」
と
の
挨
拶
が
あ
っ
た
。

京都府と
連携・協力包括協定を締結

法人事務室

　

協
定
で
は
協
力
項
目
と
し
て
、
①
学

術
・
研
究
交
流
②
文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
の

交
流
③
国
際
交
流
④
地
域
振
興
⑤
福
祉

の
ま
ち
づ
く
り
⑥
地
球
環
境
へ
の
対
応

⑦
地
域
産
業
を
担
う
人
材
の
育
成
・
地

元
定
着
と
い
う
７
つ
の
連
携
項
目
を
盛

り
込
ん
で
い
る
。
京
都
府
と
は
、
個
別

的
な
連
携
は
す
で
に
行
わ
れ
て
い
る
が
、

こ
の
た
び
の
協
定
締
結
を
機
に
、
連
携

協
力
を
よ
り
一
層
推
進
し
て
い
く
こ
と

が
期
待
さ
れ
る
。
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高
校
３
年
生
の
選
択
授
業
で
あ
る

「
地
学
」
で
は
、
天
文
の
学
習
を
行
う
。

今
年
度
ま
で
は
黎
明
館
の
プ
ラ
ネ
タ
リ

ウ
ム
を
用
い
て
、
星
空
の
様
子
を
学
習

す
る
こ
と
が
で
き
た
。
モ
ニ
タ
ー
を
通

し
て
映
像
を
見
る
こ
と
も
可
能
で
あ
る

が
、
実
際
の
夜
空
の
星
を
望
遠
鏡
で
観

察
す
る
意
義
は
大
き
い
。
従
来
か
ら
毎

年
天
体
観
望
会
を
計
画
し
て
お
り
、
同

志
社
び
わ
こ
リ
ト
リ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
や

西
は
り
ま
天
文
台
に
宿
泊
し
て
観
望
を

行
っ
た
年
も
あ
る
。

　

今
年
度
は
６
月
に
本
校
希
望
館
屋
上

で
備
品
の
口
径
20
㎝
の
望
遠
鏡
を
使
用

し
て
金
星
・
木
星
・
土
星
の
３
つ
の
惑

星
の
観
望
を
計
画
し
た
。
生
憎
の
お
天

気
で
実
際
に
惑
星
を
見
る
こ
と
は
で
き

な
か
っ
た
が
、
望
遠
鏡
の
仕
組
み
に
つ

い
て
学
習
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

　

さ
ら
に
11
月
に
は
京
都
産
業
大
学
神

山
天
文
台
に
ご
協
力
い
た
だ
き
、
天
体

観
望
会
を
行
う
こ
と
が
で
き
た
。
神
山

天
文
台
の
中
道
晶
香
先
生
に
パ
ソ
コ
ン

を
用
い
た
星
空
の
３
Ｄ
映
像
で
の
今
夜

の
星
空
解
説
を
受
け
た
後
、
天
候
は
雲

が
広
が
っ
て
い
た
が
口
径
１
・
３
ｍ
の

荒
木
望
遠
鏡
を
用
い
て
、
雲
間
を
ぬ
っ

て
ガ
ー
ネ
ッ
ト
ス
タ
ー
を
見
せ
て
い
た

だ
く
な
ど
観
望
も
楽
し
め
た
。
雲
間
か

ら
観
察
す
る
こ
と
で
、
雲
の
影
響
で
星

の
見
え
る
明
る
さ
が
大
き
く
変
わ
る
様

子
が
よ
く
わ
か
っ
た
。

天体観望会

女子中学校・高等学校教諭　北
きた

野
の

功
こう

治
じ

　

２
０
１
５
年
10
月
18
日
（
日
）、
今

出
川
キ
ャ
ン
パ
ス
栄
光
館
フ
ァ
ウ
ラ
ー

チ
ャ
ペ
ル
に
て
「
輝
く
女
性
の
こ
れ
か

ら
―
求
め
ら
れ
る
力
と
学
び
と
は
―
」

を
テ
ー
マ
に
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
開
催
し

ま
し
た
。

　

基
調
講
演
に
は
坂
東
眞
理
子
昭
和
女

子
大
学
学
長
を
講
師
と
し
て
迎
え
、「
キ

ャ
リ
ア
戦
略
と
人
生
戦
略
―
女
性
の
生

き
方
を
考
え
る
」
と
題
し
て
お
話
し
い

た
だ
き
ま
し
た
。
坂
東
氏
は
、
自
立
し

変
化
に
即
応
す
る
知
識
や
技
能
を
吸
収

し
続
け
る
こ
と
で
女
性
が
輝
く
未
来
の

実
現
に
つ
な
が
る
と
話
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
学
生
に
は
大
学
で
学
び
方
を
知

り
、
学
ぶ
習
慣
を
つ
け
て
欲
し
い
と
述

べ
ら
れ
ま
し
た
。
第
二
部
で
は
、
坂
東

氏
、
野
崎
治
子
堀
場
製
作
所
理
事
、
加

賀
裕
郎
本
学
学
長
を
パ
ネ
リ
ス
ト
と
し
、

諸
井
克
英
本
学
生
活
科
学
部
人
間
生
活

学
科
教
授
（
女
性
ア
ク
テ
ィ
ベ
ー
シ
ョ

ン
セ
ン
タ
ー
長
）
に
よ
る
司
会
の
も
と
、

パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を
行
い
ま

し
た
。
野
崎
氏
は
、
女
性
を
と
り
ま
く

環
境
が
変
化
し
継
続
的
に
就
労
す
る
こ

と
が
可
能
な
環
境
が
整
い
つ
つ
あ
る
現

代
で
は
、「
し
な
や
か
、
し
た
た
か
、

し
ぶ
と
く
」
と
い
う
要
素
が
大
切
に
な

る
と
話
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
加
賀
学

長
は
、
社
会
に
ま
だ
ま
だ
性
差
の
バ
リ

ア
が
残
る
以
上
、
女
性
を
エ
ン
パ
ワ
ー

す
る
女
子
大
学
の
役
割
が
重
要
に
な
る

と
述
べ
ま
し
た
。
最
後
に
参
加
者
か
ら

の
問
い
か
け
に
登
壇
者
が
答
え
る
質
問

コ
ー
ナ
ー
を
行
い
、
盛
会
の
う
ち
に
終

了
し
ま
し
た
。
参
加
者
は
約
５
０
０
名

で
し
た
。

女子大学広報課

同志社女子大学シンポジウム

「輝く女性のこれから
―求められる力と学びとは―」

坂東眞理子氏の基調講演

パネル展示の様子 パネルディスカッションの様子
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今
年
で
高
校
野
球
が
１
０
０
年
と
い

う
節
目
の
年
に
一
層
、
若
者
に
甲
子
園

球
場
で
行
わ
れ
る
全
国
高
校
野
球
選
手

権
へ
の
興
味
を
持
っ
て
も
ら
い
、
高
校

生
が
高
校
生
を
応
援
す
る
と
い
う
高
校

野
球
の
基
本
精
神
を
具
現
化
す
る
こ
と

が
で
き
な
い
か
と
企
画
さ
れ
、
本
校
ダ

ン
ス
部
に
「
ダ
ン
ス
編
」
の
Ｃ
Ｍ
制
作

へ
の
振
付
け
と
出
演
の
依
頼
が
あ
り
ま

し
た
。

　

Ｃ
Ｍ
は
、
ア
ッ
プ
テ
ン
ポ
に
ア
レ
ン

ジ
さ
れ
た
大
会
歌「
栄
冠
は
君
に
輝
く
」

に
の
っ
て
、
同
じ
高
校
生
と
し
て
高
校

球
児
を
応
援
し
た
い
と
い
う
思
い
や
、

野
球
の
投
球
や
打
撃
、
監
督
が
出
す
サ

イ
ン
の
イ
メ
ー
ジ
を
モ
チ
ー
フ
に
し
た

振
付
け
を
考
え
、
高
校
野
球
の
魅
力
を

ど
の
よ
う
に
ア
ピ
ー
ル
で
き
る
か
何
度

も
打
ち
合
わ
せ
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

撮
影
は
６
月
中
旬
、
本
校
の
校
内
や

近
く
の
淀
川
の
堤
防
な
ど
で
あ
り
、
丸

２
日
が
か
り
で
計
約
30
シ
ー
ン
を
撮
影

し
ま
し
た
。

　

生
徒
た
ち
は
「
仲
間
や
指
導
者
、
親

と
い
っ
た
多
く
の
人
た
ち
に
応
援
さ
れ
、

プ
レ
ー
す
る
球
児
の
姿
を
イ
メ
ー
ジ
し

た
い
」「
み
ん
な
の
熱
を
一
つ
に
、
Ｃ

Ｍ
か
ら
応
援
す
る
気
持
ち
が
伝
わ
っ
て

ほ
し
い
」「
が
ん
ば
る
球
児
に
力
を
与

え
た
い
」
と
い
う
思
い
が
伝
わ
る
よ
う
、

誰
も
妥
協
せ
ず
と
に
か
く
必
死
で
し
た
。

　

Ｃ
Ｍ
で
着
用
す
る
衣
装
に
も
メ
ッ
セ

ー
ジ
が
込
め
ら
れ
て
い
ま
し
た
。
甲
子

園
の
ベ
ン
チ
入
り
は
18
人
で
、
19
番
目

の
メ
ン
バ
ー
と
し
て
応
援
す
る
と
い
う

意
味
か
ら
、
制
服
に
は
背
番
号
「
19
」

が
。
ま
た
、「
た
く
さ
ん
の
人
に
球
場

に
見
に
行
っ
て
ほ
し
い
」
と
い
う
思
い

に
、
語
呂
合
わ
せ
の
「
19
（
行
く
）」

を
か
け
て
、
応
援
に
「
19
＝
行
く
」
と

い
う
意
味
も
込
め
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

　

本
校
ダ
ン
ス
部
は
、
コ
ー
チ
等
の
指

導
や
振
付
け
に
頼
ら
ず
、
部
員
の
自
主

性
と
独
創
性
を
重
視
し
た
「
自
分
た
ち

に
し
か
つ
く
れ
な
い
ダ
ン
ス
」
を
日
々

追
及
す
る
こ
と
を
大
切
に
活
動
し
て
き

ま
し
た
。

　

今
回
こ
の
よ
う
な
チ
ャ
ン
ス
を
い
た

だ
き
、
日
頃
の
生
徒
た
ち
が
大
切
に
し

て
き
た
こ
と
が
繋
が
っ
た
よ
う
な
気
が

し
て
、
と
て
も
幸
せ
な
経
験
に
な
り
ま

し
た
。

ダンスで応援する
『高校野球100年』

香里中学校・高等学校教諭、ダンス部顧問　東
ひがし

久
く

保
ぼ

愛
あい

美
み


